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−1911,864人計

−34.385世帯世帯数
(うち外国人数110人）
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第11回 佐久穂町文化祭

文化講演会：假屋崎省吾「佐久穂をいける文化講演会：假屋崎省吾「佐久穂をいける」」

菊花菊花展展：エントランスホールを飾：エントランスホールを飾るるキッズダンキッズダンスス：小学生の：小学生の部部

アロハユアロハユウウ：世代を超えたステー：世代を超えたステージジ
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2,500円（通常3,400円）平 日 月 曜 日メ ン ズ D A Y
リ
フ
ト
一
日
券

2,500円（通常3,400円）平 日 水 曜 日レディース DAY

1,200円全 日スキー子どもの日
（小学生以下）

2,100円（通常3,400円）平 日 火 曜 日ミ ド ル D A Y
（50歳以上の方）

2,100円（通常3,400円）平日 木・金曜日シ ニ ア D A Y
（60歳以上の方）

7,000円子どもスキーセットレンタル（15-16シーズン）

※祝日、12/29～1/3除く
　一般リフト料金等についてはスキー場パンフレットをご覧ください。

八千穂高原スキー場八千穂高原スキー場八千穂高原スキー八千穂高原スキー場場八千穂高原スキー場

　2015―16シーズンが11月28日（土）から翌年3月27日（日）までの期間で営業と
なります。
　八千穂高原スキー場では、アットホームな雰囲気で極上のパウダースノーを楽しむ
ことができ、運がよければ雲海を眺めながら滑ることもできます。
　今シーズンの主なサービス内容は、下記のとおりです。
① 初滑りキャンペーン … リフト1日券（大人の方）
　（12/13まで）　　　　　　　　　　 平日1,900円・土日祝2,200円
　　　　　　　　　　　ミドル・シニア（50歳以上の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平日1,600円・土日祝1,800円
焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔

② カ ッ プ ル D AY … 平日の月～金曜日。（祝日、12/29～1/3除く）
　　　　　　　　　　　　大人男性女性ペアお一人様リフト1日券2,500円
焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔焔

③ フ ァ ミ リ ー 券 … Ａ 大人1名・子供1名の2名セット  リフト1日券 3,900円
　　　　　　　　　　　　Ｂ 大人2名・子供1名の3名セット  リフト1日券 6,600円

※お子様2名以上の場合  お子様1人当たり1,200円のプラスになります。

1　1月28日（土
）オープン!

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののののののののその他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他他のののののののののののののののののののののの割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引引サササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ割引サービスススススススススススススススススススススス

　その他、お子様連れに大変好評なジュニアランド、若者向けのフリーライドパーク、
そしてご家族でお楽しみいただけるイベントで皆様のお越しをお待ちしております。
　今シーズンもぜひ八千穂高原スキー場へお出かけください。
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煙ご利用者住所
〒　　－

佐久穂町大字　　　　　　　　　　番地
〒　　－

　　　　　　　 都府県　　　　　　　 区郡市

　　　　　　　 町村　　　　　　　　　  番地

煙ご利用者氏名

お問い合わせは、産業振興課商工観光係　緯0267―88―3956（直通）　八千穂高原スキー場　緯0267―88―3866

平成　　 年　　 月　　 日申込年月日No.整理番号

番地〒　　―住 所

氏 名

Ｓ・Ｈ　　　　　年　　　　　月　　　　　日　（　　　　歳）生年月日

TEL.  0 2 6 7 ―　　　　―　　　　　　　又は携帯  　　   ―　　　　　　―電話番号

且且

且且
且且

且且

且且
且且

且且

特別ご招待券

この引換券でリフト1日券1枚と引換いたします
有効期限  2015.11.28〜2016.3.27
左欄にご記入の上、発券所窓口へ提出してください

（コピー無効）

リフト1日券無料引換券リフトリフト11日日券無料引換券無料引換券券リフト1日券無料引換券見 本見見 本本見 本

　佐久穂町民・府中市民及び八千穂高原別荘契約者の皆様に限り、特別価格のシーズン
券を販売いたします。広報紙内の申込書に記入の上、下記必要なものをご持参ください。

　胸八千穂高原スキー場センターハウスでお買い求めください。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

★★シーズン券町民価シーズン券町民価格格★★
20,000円大 人

15,000円ミドル・シニア・高校生

7,000円中 学 生 以 下
※ミドル…50歳以上　シニア…60歳以上

【申込み時に必要なもの】
　①申込書
　②身分を証明できるもの（運転免許証など）
　③顔写真（3.0㎝×2.5㎝）
　④購入代金

八八八八八八八八八八八八千千千千千千千千千千千千穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂高高高高高高高高高高高高原原原原原原原原原原原原ススススススススススススキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーー場場場場場場場場場場場場 111111111111八千穂高原スキー場 15555555555555-------------11111111111166666666666616シシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーズズズズズズズズズズズズンンンンンンンンンンンン券券券券券券券券券券券券 申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込書書書書書書書書書書書書ーズン券 申込書

おお得得なな1155--1166シシーーズズンン券券ののおお知知ららせせお得な15 -16シーズン券のお知ら16シーズン券のお知らせお得な15 -16シーズン券のお知らせ
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☆マイナンバー広報⑥　マイナンバー制度に関する最新のお知らせ
●個人番号の「通知カード」と「個人番号カード交付申請書」について
　平成27年（2015年）10月末ごろから順次、皆さんの住民票の住所にマイナンバー
を通知するカード（通知カード）が簡易書留で郵送されています。（※「通知カード」は

　簡易書留には世帯人数分の通知カード、個人番号カード交付申請書、個人番号カード
交付申請用の返信用封筒、マイナンバーについてのお知らせが同封されていますが、個
人番号カードの 交付を希望される方 は交付申請書に必要事項を記入の上、返送していた
だく必要があります。

◀

通知カード

個人番号カード
交付申請書　　◀

（通知カードと個人番号カード
　交付申請書のイメージ）

氏名・性別・住所・生年月日と12桁の個
人番号が記載された紙製のカードで、平
成28年1月以降は、行政の手続き等で必
要になりますので、大切に保管してくだ
さい。）
※町内に住所のある方で、12月になって
　も通知カードが届かない方は、役場住
　民税務課までご連絡ください。
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 ☆マイナンバー広報⑥
●個人番号カードの交付について
　平成28年（2016年）1月から、交付申請をされた方には個人番号カードの交付が始
まります。（交付のご案内は、順次役場からお知らせさせていただきます。）
　個人番号カードは顔写真付きICカードで、表面に基本4情報（住所・氏名・性別・生
年月日）と顔写真、裏面にマイナンバーが記載されます。
　個人番号カードを提示することで、行政窓口でスムーズに本人確認ができます。また、
個人番号カードに標準搭載されている電子証明書により、e-Taxをはじめとした各種電
子申請などが利用できます。

　個人番号カードは、通知カードと異なり、申請された方に対してのみ 交付されるカー
ドです。
　（※個人番号カードの交付申請は任意です。）

　申請の方法は、通知カードに同封されている個人番号カード交付申請書に必要事項を
記入し、顔写真を添付して返信用封筒で郵送する方法や、申請書のQRコードをスマート
フォンなどで読み取り申請する方法などがあります。

　個人番号カードの初回発行手数料は無料です。
　（再交付手数料は800円です。）

●マイナンバーのコールセンター
　国において、コールセンターを設置しています。マイナンバー制度や個人番号カード
等について御不明な点などありましたら御連絡ください。

【マイナンバー制度全般のお問合わせはこちら】
　煙「マイナンバー総合フリーダイヤル」：0120－95－0178（無料）
　　　　　　※平日9：30～22：00、土日祝日9：30～17：30（年末年始12/29～1/3を除く）
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お問合わせ先　佐久穂町役場　住民税務課　住民係　電話：0267-86-2527

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚
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☆（保存版・マイナンバー広報⑥）

Ｑ：送付された『通知カード』はどうすればよいか？
Ａ：『通知カード』は大切に保管しましょう。
　　　住民票のある世帯全員分が入っていますので確認して
　　　ください。さらに、『個人番号カード』の申請書と申請
　　　用の封筒も同封されています。

Ｑ：通知カードとは？
Ａ：マイナンバーをお知らせする「紙製」のカードです。
　　　12桁のマイナンバーのほか、氏名、住所、生年月日、
　　　性別が記載されています。

Ｑ：通知カードは何に使うのか？
Ａ：通知カードは様々な行政手続きに使用する大切なカー
　　　ドですので、間違って捨てたり失くしたりしないよう
　　　注意してください。再発行手数料は500円です。
　　　また、会社等にお勤めの人は、年金、保険関係の手続
　　　き上、個人番号の照会がありますので、人事経理の担
　　　当係に確認ください。

Ｑ：個人番号カードとは？
Ａ：表面には、氏名、住所、生年月日、性別、顔写真が記
　　　載され、裏面には、マイナンバー等が記載されるICチ
　　　ップが搭載されたプラスチック製のカードです。

Ｑ：『個人番号カード』は作らなければいけないの？
Ａ：個人番号カードの作成は任意です。初回発行手数料は
　　　無料です。再発行手数料は800円です。
　　　将来は様々な用途で利用が検討されています。（例・戸
　　　籍、住民票等のコンビニ交付等）

マイナンバマイナンバーーQ&A!Q&A!マイナンバマイナンバーーQ&A!Q&A!マイナンバーQ&A!
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 期間 
　平成27年12月1日（火）～12月31日（木）
 運動の重点 
　【運動の基本】子供と高齢者の交通事故防止
　【重点】鴨夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　　　 　鴨飲酒運転の根絶
　　　 　鴨通学路、生活道路の安全確保と歩行者保護の徹底
　　　 　鴨全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

佐久警察署管内事故状況：件数464件、死者4名、傷者591名
佐久穂町事故状況：件数27件、死者0名、傷者38名

（10月27日現在　件数は人身事故）

石 狩 汁
臆桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶牡
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NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNoooooooooooooooooooooNo...................... 22222222222222222222233333333333333333333323
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① 豆腐はさいの目切り、
　 鮭は角切りにする。

② しらたきはゆでて、食べやすく切る。かまぼこは薄
　 切りにしてから半分に切る。

③ 白菜は、白い部分をそぎ切り、周りはザク切りにす
　 る。えのき茸は根元の部分を除き、半分の長さに切
　 ってほぐす。にんじんはいちょう切りにする。

④ ほうれん草は塩を入れた熱湯でゆでて、２cmくら
　 いの長さに切る。

⑤ だし汁でにんじん、白菜、えのき茸を順に入れて煮
　 る。その後、鮭、ホタテ、しらたき、豆腐、かまぼ
　 こも順に入れて煮る。煮えたら酒、みりん、味噌で
　 調味する。再び沸騰する直前に火を止めて、
　 ④のほうれん草を散らす。

　 汽魚介類の旨みが生きています。
　 汽味噌が生臭さを消してくれます。

４人分材料 作り方

1カップは200㏄
大さじ1は15㏄
小さじ1は5㏄です

１２０ｇ
８０ｇ
４０ｇ
 ４０ｇ
４０ｇ
１００ｇ
４０ｇ
２０ｇ
 １株

３カップ
小さじ２

小さじ１/２
大さじ１

健康福祉課

1食の組み合わせ1食の組み合わせ例例
ごはん、野菜の卵とじ、石狩汁、長芋の酢のも　　ごはん、野菜の卵とじ、石狩汁、長芋の酢のものの

～ 北海道石狩地方の郷土食。酒粕を入れることもあるそうです。 ～

豆腐・・・・・・・・・・・・・・・
生鮭・・・・・・・・・・・・・・・・・
ベビーホタテ・・・・・・・・・
しらたき・・・・・・・・・・・・・
かまぼこ・・・・・・・・・・・・・
白菜・・・・・・・・・・・・・・・
えのき茸・・・・・・・・・・・・・
にんじん・・・・・・・・・・・・・
ほうれん草・・・・・・・・・・・・・
だし汁・・・・・・・・・・・・・
酒・・・・・・・・・・・・・・・・・
みりん・・・・・・・・・・
味噌・・・・・・・・・・・・・・・

1人分 エネルギー104kcal　たんぱく質11.8g
脂質2.9g　食物繊維1.8g　食塩相当量1.7g
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国民健康保険被保険者の皆様へ
高額療養費の申請はお済みですか?

　医療費が高額になると、窓口での支払い（自己負担額）も高額になりますが、ご安心
ください。早くて3ヶ月後には、自己負担限度額を超えた分が高額療養費として国保か
ら払い戻されます。　
　該当する世帯には「高額療養費支給申請書」を診療月の約2ヶ月後に送付しています。
お手元に届きましたら速やかに申請書を提出してください。
　申請の際は領収書が必要となりますので、なくしたり、処分してしまわないよう大切
に保管しておいてください。なお、2年で時効となりますのでご注意願います。
　※高額療養費制度には、償還方法と限度額認定証利用の2通りがあります。

お問い合わせは、住民税務課（住民係）　国保担当　電話86-2527まで

質問：後から払い戻されるのではなく、初めから自己負担限度額での支払いはできな
　　　いのですか？
回答：できます。「高額療養費制度」をご利用ください。
　　　「限度額適用認定証」等を医療機関に提示すれば、窓口での支払いが一定の金額
　　　ですみます。

質問：医療機関に直接申し出ればいいのでしょうか？
回答：いいえ。「限度額認定証」は 役場で事前に申請手続き をして
　　　いただき、認められた方に交付します。
　　　国保税を滞納していると交付できません。

質問：申請はいつでもいいのですか？
回答：常時受け付けていますが、「限度額認定証」は申請の
　　　あった月の初日から適用となりますので、診療を受
　　　けた月の末日までに申請してください。
　　　翌月に申請した場合は、遡って交付できないため前
　　　月分は適用されません。いったん自己負担分（3割等）を支払ってください。
　　　後で高額療養費として払い戻されます。

質問：ところで自己負担限度額はいくらなのでしょうか？
回答：自己負担限度額は世帯の所得や年齢などにより異なります。また、今年の1月
　　　から70歳未満の方は区分が5段階に細分化されています。
　　　詳しくは、保険証更新時に配布したチラシをご覧いただくか役場国保担当へお
　　　問い合わせください。　　　
　　　未申告の方がいる世帯では、区分が上位所得者とみなされますので忘れずに申
　　　告してください。

限度額認定証は
、

便利ですよ! 慌
てないために

事前に申請して
交付して

もらいましょう

虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚虚
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〔
広
告
〕

※文具事務用品・紙類・オフイス家具・トナー
　インクカートリッジ（キャノン・エプソン・リコー）
※しらかばちゃん　ロゴ入りポロシャツ・

ブルゾン　販売中　　　
佐久穂町東町　 森 田 屋
TEL.0267-86-2312　FAX.0267-86-2993 ＊配達も致します

煙年賀・喪中ハガキ印刷します

ながの子育て家庭優待
パスポート事業協賛店

内山障子紙各種
ご奉仕価格で!

汽博文館日記、H28年用
　手帳類 入荷しました!
汽書道用品２割引き

張りやすい
はがしやすい
破れにくい
日焼けしにくい

　10月29日に町長室にて、
9名のお子さんへ出生祝金
を贈呈しました。
　　（平成27年7月生まれの
　　　お子さんです。）

佐久穂町教育委員会　こども課　　子育て支援係 拶86-4940
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　弁護士による失業、家庭問題、多重債務等の法律相談とあわせて、関係機関職
員による生活・失業相談やこころの悩みに応じる「くらしと健康の相談会」が
下記により開催されます。精神的な悩みについても専門の保健師が相談に
応じますのでご相談下さい。
開催日　12月1日、8日、15日、22日（火曜日）
時　間　いずれも10：00～12：00、13：30～15：30（1件1時間、予約制）
場　所　佐久合同庁舎（佐久市跡部65-1）
内　容　弁護士による法律相談、保健師による健康相談、関係機関による生活・就労相談
費　用　無　料
その他　猿匿名での相談はお受けできません。
　　　　猿同じ方による同一内容の相談は1回に限らせていただきます。
　　　　猿相談の内容によっては日程の調整をお願いすることがあります。
【利用申し込み・お問い合わせ先】
　　　　猿事前の予約が必要です。利用希望の方は、下記までお申し込みください。
　　　　　　佐久保健福祉事務所　健康づくり支援課
　　　　　　電話 63-3164（直通）　E-mail　sakuho-kenko@pref.nagano.lg.jp

「「「「「「「「「「くくくくくくくくくくららららららららららししししししししししとととととととととと健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康のののののののののの相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談「くらしと健康の相談会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」ののののののののののごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内のご案内

刈苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅瓦
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
乾 乾
侃苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅冠

第１１回佐久穂町長杯ゲートボール大 佐久穂町長杯ゲートボール大会第１１回佐久穂町長杯ゲートボール大 佐久穂町長杯ゲートボール大会第１１回佐久穂町長杯ゲートボール大会
　10月29日（木） 畑ゲートボール場において、佐久穂町ゲートボール連盟主催による 
「第11回 佐久穂町長杯ゲートボール大会」が開催されました。12チーム 73名の皆さまが、
仲間からの声援を受けながら、慎重に狙いを定めボールを打ち合い親睦を深めました。

優 勝優　勝 【【 畑ヶ中チー畑ヶ中チームム 】】

準優勝準優勝 【【 上区チー上区チームム 】】 第3位第3位 【【 中央チー中央チームム 】】
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長野県司法書士会
会長　室　賀　真喜男

　長野県司法書士会は、平成27年11月30日（月）および平成27年12月1日（火）の2日間、下記の
とおり「暴行・傷害等の犯罪被害者相談会」を実施します。
　暴行・傷害をはじめとする犯罪被害によって、心や身体に大きな傷を負った方々を対象に下記の要
領により電話で無料相談に応じます。

　内閣府は、犯罪被害者等が置かれている状況や犯罪被害者等の名誉又は生活の平穏への配慮の重要
性等について、国民の理解を深めることを目的として、犯罪被害者等基本法の成立日である12月1日
以前の一週間（11月25日から12月1日まで）を犯罪被害者週間と定めました。そこで本会では、「犯
罪被害者週間」の趣旨に賛同し、犯罪被害者を支援するため、犯罪被害者のための相談会（第1回目）
を上記日程で実施します。
　司法書士は、告訴状の作成、被害者の加害者に対する治療費・慰謝料請求、法務局の人権救済制度
の利用などを通して犯罪被害者の支援を行っています。また、総合法律支援法においては、司法書士
が犯罪被害者支援に対して一定の責務を負うとされており、本相談会を実施し犯罪被害者支援に関し
て積極的に関与することにより、その社会的責務を全うするものであります。

＊　　　＊　　　＊

　法務大臣の認定を受けた司法書士は、簡易裁判所における訴訟代理権を持っており、140万円以下
の損害賠償、慰謝料請求等の場合には、代理人となることができます。また、簡易裁判所以外の裁判
所（民事・刑事）においても、書類作成を通じて訴訟をサポートします。

　司法書士は、「くらしの法律家」として、市民の権利擁護に寄与します。

◆日　　時：平成27年11月30日（月）17：00～20：00
　　　　　　平成27年12月 1日（火）17：00～20：00
◆電話番号：0120－448－788（フリーダイヤル）
◆相　談　料：無　料
◆相　談　例：暴行を受け怪我をした。相手に治療費を請求したいがどうすればいいか。
　　　　　　上司のセクシャルハラスメントを受けているが、どこに相談すればいいのか。
　　　　　　DVで離婚した元夫に、ケガの治療費や精神的被害の慰謝料を請求できるか。

等々　

噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛　本リリースに関するお問合せ先　噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛噛
長野県司法書士会広報担当理事　依田淑史（TEL：0267-66-3567　FAX：0267-66-3588）

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊 珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

平成27年11月30日（月）、12月1日（火）

司法書士による無料電話相談
「暴行・傷害等の犯罪被害者相談会」を実施します
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　平成27年10月1日付で、法務大臣から人権擁護委員として、志富茂夫さんが新たに委嘱されまし
た。人権擁護委員は、憲法で保障されている国民の基本的人権（生命、自由及び幸福追求等の権利）
が侵害されることのないように監視し、もし、これが侵犯された場合には、その救済のため、すみ
やかに適切な処置をとるとともに、常に自由人権思想の普及高揚に努めることを使命としています。
　志富さんは、長年、教職員として教育現場に在籍され、現場を通してこどものいじめ問題や、社
会的弱者の実態を熟知しておられるのに加え、人権教育推進教員として関連団体を運営されつつ、
行政や関係機関との連携・調整も行ってこられた実績もあるため、人権問題に精通しておられます。
　また、御退職後においても、豊富な経験と誠実なお人柄から、老人ホーム副施設長、中学校非常
勤講師を歴任され、本年より、佐久穂町児童館の館長としてご尽力を頂くなど、当町にも多大な貢
献をされており、複雑化する人権問題の解決はもとより、住民の皆様の良き相談者として適任であ
るとのことから選任されました。今後のご活躍をご期待申し上げます。
　なお、佐久穂町では、志富さんを含め次の5名の方が人権擁護委員に委嘱されております。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁護護護護護護護護護護委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹権擁護委員紹介介介介介介介介介介介

平日8：30～17：150570―003―110（全国共通）みんなの人権110番専
用
電
話

平日8：30～17：150120―007―110（全国共通）子どもの人権110番

平日8：30～17：150570―070―810（全国共通）女性の人権ホットライン

平日8：30～17：150267―67―2272長野地方法務局佐久支局

　人権擁護委員への相談は無料で、内容の秘密は固く守られますので、お気軽にご相談下さい。
　また、近年多様化する人権問題や、社会問題となっている子どもや女性の人権問題について、人
権擁護委員が中心となって、次のとおり専用電話を設置し相談を受け付けていますのでご利用くだ
さい。

志 富 茂 夫黒 澤 信 夫中 山 晴 正由 井 照 子竹 内 裕 子

煙なんでも心配ごと相談所
　　毎月１回開設しており、行政相談員２名と人権擁護委員２名（当番制）の計４名で相談に応じ
　ております。
　　なお、詳細な日程につきましては、広報「さくほ」の３月号をご覧ください。

煙町の各種イベントでの啓発活動
　　町で実施される様々なイベントにおきまして、ポスターやチラシをはじめとする人権啓発を行
　っております。

煙人権フェスティバルin佐久穂を町と共催
　　人権につきまして、多くの住民の皆様に考えていただく機会を創出するため、当町が行う、人
　権啓発のための基幹事業である「人権フェスティバルin佐久穂」を町と共催して開催しておりま
　す。

煙佐久人権擁護委員協議会での活動
　　当町の人権擁護委員は、長野地方法務局佐久支局管内の佐久人権擁護委員協議会に所属してお
　り、年間をとおして毎週月曜日に開催される人権相談所や各地域での人権に関する啓発活動など、
　当協議会の各種活動を計画し運営しております。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐久久久久久久久久久久穂穂穂穂穂穂穂穂穂穂町町町町町町町町町町人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁護護護護護護護護護護委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員にににににににににによよよよよよよよよよるるるるるるるるるる主主主主主主主主主主なななななななななな活活活活活活活活活活佐久穂町人権擁護委員による主な活動動動動動動動動動動動
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時
～　

時
16

　
（
正
午
～　

時
を
除
く
）

13

回回塊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

回回塊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

猿
各
種
お
知
ら
せ
猿

煙
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
と
は

　

発
電
用
施
設
の
円
滑
な
立
地
及
び
運
転

を
確
保
す
る
た
め
、
電
力
会
社
等
の
発
電

用
施
設
が
立
地
す
る
自
治
体
等
に
対
し
て
、

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
交
付
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
電
源
立
地
地
域
と
の
共

生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

煙
交
付
金
の
用
途

　

発
電
用
施
設
が
立
地
す
る
自
治
体
の
地

域
振
興
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
公
共
用

施
設
の
整
備
及
び
地
域
活
性
化
事
業
を
行

う
こ
と
で
、
電
源
地
域
の
振
興
や
住
民
生

活
の
利
便
性
向
上
等
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
久
穂
町
で
は
、
平
成　

年
度
に
６
０

26

０
万
円
の
交
付
金
を
受
領
し
、
老
人
保
健

施
設
の
運
営
経
費
へ
活
用
い
た
し
ま
し
た
。

煙
佐
久
穂
町
の
発
電
用
施
設

　

海
瀬
発
電
所　

０
・
４
４
万　
kw

　

穂
積
発
電
所　

０
・
７
７
万　
kw

　

大
岳
川
発
電
所　

０
・
０
６
万　
kw

　

臼
田
発
電
所　

０
・
２
７
万　
kw

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
を
活
用
し
た
事
業

に
つ
い
て
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ホームタンクからの灯油流出事故防止について
　灯油を流してしまう事故で一番多い原因は、ホームタンクからポリ容器等へ小分け
しているときにその場を離れてしまうことです。給油中は絶対にその場を離れない
でください。

　寒さが厳しくなり、また、年末年始に向けて灯油の使用量が増えます。毎年のように、ホームタン
クからの灯油流出事故が発生します。
　事故を起こすと、環境に大きな影響を与えるとともに、状況によっては損害賠償に発展する可能性
もあります。

◆ホームタンクを点検しましょう。
　これらを避けるためにも日頃の点検と正しい使い方に注意しましょう。
胸タンクからポリ容器等へ灯油を小分けするときは、絶対にその場を離れない。
　また、元栓がきちんと閉まっているか最後に確認しましょう。
胸タンクに腐食や亀裂がないか、配管の劣化はないか、転倒の恐れはないか点検しましょう。
胸タンクの残油が急に減少してないか、こまめに残量をチェックしましょう。
胸タンクの入れ替え時など、流出防止のため防油堤を設置するようにしましょう。
胸屋根の雪降ろしや除雪をする際は、配管を破損させないように注意しましょう。
　また、落雪や融雪によりタンクや配管が破損しないようにも注意しましょう。

　防油堤の設置やタンク・配管等の点検については、灯油納入業者の方に相談した
り、点検していただくのも安心です。

　万一、流出事故が発生した場合には、被害を拡大させないためにも速やかに役場生活環境係（86-
2552）又は北部消防署（82-0119）へ通報してください。

（住民税務課生活環境係）

　

障
が
い
者
の
雇
用
促
進
等
に
つ
き

ま
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら
障
害
者

27

雇
用
納
付
金
制
度
の
対
象
事
業
主
が

常
用
雇
用
労
働
者
数　

名
以
上
に
拡

101

大
さ
れ
、
今
後
も
平
成　

年
４
月
１

28

日
施
行
の
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法

に
よ
り
障
が
い
者
雇
用
で
の
差
別
的

取
扱
い
の
禁
止
や
合
理
的
な
配
慮
の

義
務
化
、
更
に
平
成　

年
度
か
ら
は

30

精
神
障
が
い
者
が
法
定
雇
用
率
の
算

定
基
礎
に
加
え
ら
れ
る
な
ど
、
障
が

い
者
雇
用
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き

く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
の

28

法
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
や
、

障
が
い
者
を
雇
用
す
る
上
で
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
ま
す

支
援
機
関
、
各
種
支
援
制
度
に
つ
い

て
の
ご
案
内
を
通
じ
、
事
業
所
の
み

な
さ
ま
が
安
心
し
て
障
害
者
雇
用
に

取
り
組
め
る
よ
う
雇
用
・
雇
用
管
理

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日　

時
】　

平
成　

年　

月　

日
昭

27

12

10

【
会　

場
】　

佐
久
市

　
　
　
　
　

佐
久
平
交
流
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】　

佐
久
・
小
諸
地
域
の
事

　
　
　
　
　

業
所
（
企
業
）
の
方

【
参
加
費
用
】　

無
料

煙
内
容
煙

　

改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
つ
い

　

て

　

〜
障
害
者
に
対
す
る
差
別
の
禁
止

　

・
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
に
つ

　

い
て
〜

　

障
が
い
者
の
就
労
支
援
機
関
・
各

　

種
制
度
に
つ
い
て

　

質
疑
応
答

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

佐
久
公
共
職
業
安
定
所

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久
）

　

専
門
援
助
部
門

　

電
話
：
０
２
６
７
―
６
２
―
８
６
０
９

主
催
：
佐
久
公
共
職
業
安
定
所

　
　
　

佐
久
圏
域
障
害
者
自
立
支
援

　
　
　

協
議
会
就
労
支
援
部
会

障
が
い
者
の
雇
用

雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
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　長野県では、生ごみの発生抑制を目的とした「食べ残しを減らそう県
民運動」の一環として、特に食べ残しが多い『宴会での食事』について
食べ残しを出さないための呼びかけを行う、『宴会たべきりキャンペー
ン』を実施しています。

　これからの時期は、年末年始を迎えるため宴席が増えるとともに、正
月用の食材購入も大量になることが予想されます。

　幹事さんは、料理を注文し過ぎないようにし、呼びかけ例により宴会
開始時やお開きの前には食べきりを呼びかけ、出席される皆さんも食べ
残しの削減に協力しましょう。また、ご家庭では、食材を買い過ぎないようにし、料理も
必要以上に作らないように心掛けましょう。
食べ物を大切にし、食への感謝の念を深めるとともに、「もったいない」精神により「食べ
残し」を減らしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民税務課生活環境係）

宴会開始時（乾杯の後など）の呼びかけ例

　ご出席の皆様にお願い申し上げます。
　私は「もったいない」精神の幹事として、
今日は皆さまに、お料理の「たべきり」をお
願いしたいと思います。
　本日は、お料理を充分にご用意しました。
お酌に回る前に、まずはお席に着き、ごゆっ
くりお召し上がりください。

お開き前（中締め前）の呼びかけ例

　そろそろ、万歳（締め、お開き）となりま
すが、その前に、皆様もう一度始めの席にお
戻りください。
　テーブルの上にはまだまだお料理が残って
おります。
　もったいないので、有るを尽くして気持ち
よくお開きにしましょう。

宴宴宴宴宴宴宴宴宴宴会会会会会会会会会会・・・・・・・・・・ごごごごごごごごごご家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭でででででででででで食食食食食食食食食食べべべべべべべべべべ残残残残残残残残残残ししししししししししをををををををををを減減減減減減減減減減ららららららららららししししししししししままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょ宴会・ご家庭で食べ残しを減らしましょううううううううううう
「もったいない 食べるよろこび 考えよう「もったいない　食べるよろこび　考えよう」」

平成27年11月7日土曜日　平成27年11月7日土曜日にに
安曇野市で行われた、平成2安曇野市で行われた、平成277
年度長野県中学校新人大会に年度長野県中学校新人大会におお
いて、佐久穂中学校女子ソフいて、佐久穂中学校女子ソフトト
テニス部が団体戦で見事優勝しテニス部が団体戦で見事優勝し、、
部長の高見澤かれんさんと副部長の高見澤かれんさんと副部部
長の巣永京花さんが町長へ報長の巣永京花さんが町長へ報告告
に訪れました。試合内容も、に訪れました。試合内容も、失失
ったセットはゼロという大変ったセットはゼロという大変すす
ばらしい成績でした。今後のばらしい成績でした。今後の活活
躍が期待されます躍が期待されます。。

佐久穂中学校　女子ソフトテニス部 団体戦で長野県新人大会優勝女子ソフトテニス部　団体戦で長野県新人大会優勝!佐久穂中学佐久穂中学校校　女子ソフトテニス部 団体戦で長野県新人大会優勝女子ソフトテニス部　団体戦で長野県新人大会優勝!!佐久穂中学校　女子ソフトテニス部　団体戦で長野県新人大会優勝!
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　第11回文化祭が10月31日から11月3日まで「茂来館」で開催されました。11月2日には、華道
家の假屋崎省吾さんをお招きし、文化講演会を開催しました。また、物産展・菊花展も同時開催され、
多くの皆様にご来館いただきました。（関連記事は18. 19. 24ページに掲載）

町民ギャラリーにて 前庭にて

第１１回回 佐久穂町文化祭開催される第第１１１１回回 佐久穂町文化祭開催され佐久穂町文化祭開催されるる第１１回 佐久穂町文化祭開催される

前庭にてエントランスホールにて作品展示

作品展示作品展示
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十
月
三
一
日
（
土
）
か
ら
十
一

月
三
日
（
火
）
ま
で
の
四
日
間
、

茂
来
館
に
て
第
十
一
回
佐
久
穂
町

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
初
日
は
、
町
内
の
文
化

活
動
団
体
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
の
ス
テ
ー

ジ
で
は
昨
年
を
こ
え
る
二
十
八
団

体
の
皆
さ
ん
に
出
演
い
た
だ
き
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
ド
キ
ド
キ

し
な
が
ら
も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
様
子

で
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た
。
コ
ー

ラ
ス
や
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
太
鼓
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
、
詩
吟

な
ど
様
々
な
演
目
が
あ
り
、
見
ご

た
え
あ
る
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
開
催
期
間
中
の
作
品
展

示
で
は
同
好
会
等
二
十
七
団
体
お

よ
び
個
人
出
展
者
二
十
三
名
の
作

品
が
茂
来
館
の
全
館
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た
作
品
は
、

佐
久
穂
町
文
化
祭
・
文
化

講
演
会
開
催
さ
れ
る

　

十
一
月
七
日
か
ら
八
日
の
二
日

間
、
茂
来
館
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、「
第
四
十
七
回
南
佐
久
総
合

文
化
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
佐
久
郡
内
の
六
町
村
か
ら
文
化

祭
で
出
品
さ
れ
た
二
三
〇
点
余
り

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ホ
ー
ル
に
は
、
文
化
講
演
会
で

の
華
道
家
、
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
の

作
品
「
假
屋
崎
省
吾
、
佐
久
穂
を

い
け
る
」
が
、
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ

い
に
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
文

化
芸
術
の
世
界
へ
誘
っ
て
い
ま
し

た
。

　

八
日
の
午
前
中
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
郡
協
会
長
の
佐
久
穂
町
公

民
館
長
か
ら
五
十
六
名
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら
は
十

二
部
門
の
審
査
で
三
十
二

名
の
方
の
作
品
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

煙
書
道
の
部

　
（
特
選
）　

輿　
水　
よ
し
江　

様

　
（
秀
作
）　

平　
林　

孝　
子    
様

　

煙
絵
画
の
部
（
洋
画
）

　
（
特
選
）　

木　
内　

林　
子　

様

　

煙
絵
画
の
部
（
日
本
画
・
俳
画
）

　
（
会
長
賞
）　
田
原　
千
賀
子　

様

　
（
特
選
）　

新　
海　

敦　
子　

様

　
（
秀
作
）　

須　
田　

幸　
子　

様

　
（
秀
作
）　

山　
口　
さ
き
子　

様

　

煙
絵
画
の
部
（
絵
手
紙
）

　
（
会
長
賞
）
篠　
原　
郁　
子　

様

　
（
秀
作
）　

佐
々
木
よ
し
子　

様

　

煙
写
真
の
部

　
（
会
長
賞
）　
井　
出　
利　
松　

様

　
（
特
選
）　

内　
津　

喜　
重　

様

　
（
秀
作
）　

倉　
澤　

聡　
仁　

様

　

煙
手
工
芸
の
部
（
木
彫
）

　
（
会
長
賞
）
長　
岡　
　

明　

様

　
（
特
選
）　

黛　
　
　

正　
明　

様

　
（
秀
作
）　

鈴　

木　
　

誠　

様

　
（
秀
作
）　

新　
津　

常　
男　

様

　
（
秀
作
）　

倉　
澤　

聡　
仁　

様

　

煙
手
工
芸
の
部
（
一
般
Ⅰ
）

　
（
特
選
）　

加　
藤　

元　
治　

様

　
（
秀
作
）　

出　
浦　
た
み
子　

様

煙
手
工
芸
の
部
（
陶
芸
）

　
（
会
長
賞
）
山　
下　
志　
さ　

様

　
（
秀
作
）　

藤　
澤　

栄　
子　

様

　
（
秀
作
）  
山　
田　
み
ど
り　

様

　
（
秀
作
）　

井　
出　
な
お
江　

様

　

煙
手
工
芸
の
部
（
押
し
花
絵
）

　
（
会
長
賞
）
山　
口　
和　
美　

様

　
（
特
選
）　

畠　
山　
あ
さ
子　

様

　
（
秀
作
）　

細　
川　

久　
子　

様

　
（
秀
作
）　

三　
石　

厚　
子　

様

　

煙
手
工
芸
の
部（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

　
（
会
長
賞
）
小　
林　
谷　
子　

様

　
（
秀
作
）　

高　
橋　
あ
さ
子　

様

　
（
秀
作
）　

渡　
辺　

笑　
子　

様

　

煙
手
工
芸
の
部
（
一
般
Ⅱ
）

　
（
会
長
賞
）
桜
井　
し
づ
江　

様

　
（
秀
作
）　

小
宮
山　
由　
子　

様

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
れ
も
力
作
揃
い
で
、
各
出
展
者

の
作
品
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伺

わ
れ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
設
け
た
、
町
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
や
、

物
産
展
で
の
町
の
物
産
販
売
も
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
、

前
庭
に
て
屋
台
グ
ル
メ
の
販
売
や
、

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
広
場
も
あ
り
、

多
く
の
来
館
者
の
皆
様
に
文
化
と

芸
術
、
グ
ル
メ
の
秋
を
堪
能
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
講
演
会
は
、
テ
レ

ビ
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
華
道
家

の
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
に
、「
佐
久
穂

町
を
い
け
る
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
八
千
穂
高

原
か
ら
運
ば
れ
た
三
十
本
を
こ
え

る
白
樺
の
木
で
組
ま
れ
た
花
材
へ

軽
妙
な
ト
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
次

々
と
、
佐
久
穂
町
産
の
花
々
が
い

け
ら
れ
て
い
く
様
子
は
、
さ
な
が

ら
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
で
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
た
花

は
、
観
客
を
魅
了
し
美
し
さ
に
酔

い
し
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

例
年
よ
り
長
い
期
間
開
催
さ
れ

た
今
年
の
文
化
祭
は
、
二
日
目
の

メ
リ
ア
ワ
ン
ダ
ー
を
含
め
、
文
化

祭
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
美
と

健
康
と
人
の
輪
が
織
り
な
す
絵
が

描
か
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ご

来
館
に
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★★★★★★★
「
第
四
十
七
回
南
佐
久
総
合

文
化
展
」
開
催
さ
れ
る
★★★★★★★
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佐
久
穂
町
文
化
祭
に
合
わ
せ
、

第
十
一
回
菊
花
展
が
茂
来
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
入
口
を
飾
る
菊

の
花
は
、
見
事
に
咲
誇
り
甲
乙
つ

け
が
た
く
正
に
秋
真
っ
盛
り
と
い

っ
た
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
菊
花
展
は
、
佐
久
穂
町
誕

生
の
年
の
文
化
祭
か
ら
始
め
ら
れ

十
一
年
間
文
化
祭
の
会
場
を
飾
っ

て
き
ま
し
た
。

　

菊
花
展
を
主
催
し
た
の
は
、
鑑

賞
菊
同
好
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

鑑
賞
菊
同
好
会
の
皆
さ
ん
は
、

年
数
回
茂
来
館
で
例
会
を
開
く
傍

ら
、
会
員
の
自
宅
を
訪
問
し
指
導

を
し
た
り
、
教
え
て
も
ら
っ
た
り

と
、
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
菊
花
展
の
間
も
、

技
術
の
習
得
に
余
念
の
な
い
皆
さ

ん
、
作
品
を
前
に
技
術
談
義
の
花

も
満
開
の
様
子
で
し
た
。

　

今
年
は
例
年
に
も
増
し
、
花
の

開
き
も
よ
く
、
盆
栽
も
見
事
に
成

形
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
見

え
て
、
同
じ
も
の
は
一
輪
も
な
く

そ
れ
ぞ
れ
製
作
者
の
個
性
が
伺
え

る
よ
う
で
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
菊
花
展
が

終
わ
る
と
、
来
年
の
開
催
に
向
け

更
な
る
技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
、

新
た
に
苗
つ
く
り
が
始
ま
る
よ
う

で
す
。

　

来
年
の
文
化
祭
時
も
、
茂
来
館

の
入
り
口
を
素
晴
ら
し
い
菊
の
花

で
飾
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

第第
十十
一一
回回 
菊
花
展
開
催
さ
れ

菊
花
展
開
催
さ
れ
るる

図
書
館
だ
よ
り

【
あ
そ
び
の
広
場
】

　

毎
月
、
健
康
福
祉
課
で
行
っ
て

い
る
母
子
教
室
で
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
九
月

二
十
九
日
の「
あ
そ
び
の
広
場
」は

図
書
館
が
会
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

手
あ
そ
び
の
「
お
お
き
な
栗
の

木
の
下
で
」
か
ら
始
ま
り
、
絵
本

や
紙
し
ば
い
を
親
子
で
楽
し
み
ま

し
た
。
お
話
が
始
ま
る
と
子
ど
も

た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
、
大
き
な

目
で
絵
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
に
も
図
書
館

を
大
い
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
母
子
教
室
の
帰
り
、

公
民
館
行
事
の
つ
い
で
に
、
お
散

歩
の
途
中
に
・・・・
ぜ
ひ
、
図
書
館

に
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
困
っ
た
こ

と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

絵
本
選
び
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
図
書
館
協
議
会
】

　

図
書
館
に
は
「
図
書
館
法
」
で

定
め
ら
れ
た
図
書
館
協
議
会
が
あ

り
ま
す
。
公
共
図
書
館
の
運
営
や

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
の

意
見
を
述
べ
た
り
、
図
書
館
長
の

諮
問
に
答
え
る
機
関
で
、
協
議
委

員
の
任
期
は
二
年
間
で
す
。
現
在
、

学
識
経
験
者
等
の
利
用
者
を
代
表

し
た
九
名
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

先
日
、
町
外
図
書
館
研
修
と
し

て
塩
尻
市
立
図
書
館
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
塩
尻
市
立
図
書
館
は

今
年
度
の
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
の
優
秀
賞
を

受
賞
し
、
雑
誌
の
図
書
館
特
集
に

も
名
前
が
挙
が
る
県
内
外
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　

塩
尻
市
立
図
書
館
長
か
ら
館
内

案
内
・
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

塩
尻
市
立
図
書
館
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
る
と
共
に
、
佐
久
穂
町
図

書
館
の
良
い
と
こ
ろ
も
再
認
識
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
の
図
書
館
と
し

て
、
町
民
の
皆
様
に
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
協

議
会
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

晦械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械海
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
灰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
界械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械皆

　オリジナルイラストを使ったしらかばちゃん
のマグネットを、ハロウィン当日に本を借りてく
れた小学生以下のお友達にプレゼントしました。
　季節に合わせて様々な企画を行っています。
図書館で季節のイベントを一緒に楽しんでみま
せんか。

★オリジナルしらかばちゃオリジナルしらかばちゃんん秋の図書館まつり
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秋
晴
れ
の
風
呂
か
ら
望
む
浅
間
山

三　

石　

雄　

心

竹
馬
に
乗
っ
て
走
る
や
運
動
会

土　

谷　

武　

子

庭
山
に
栗
茸
生
う
も
小
さ
き
幸

菅　

谷　

ト　

シ

無
人
の
駅
紅
葉
を
の
せ
て
発
車
す
る内　

藤　

ち
ま
き

忘
却
を
鍬
に
託
し
て
秋
耕
す

井　

出　

恭　

子

匂
ひ
よ
し
金
木
星
に
佇
め
ば

大
工
原　

澄　

枝

そ
の
昔
母
と
旅
し
た
秋
景
色

大　

竹　

ミ
チ
子

自
然
園
も
み
じ
に
し
ば
し
見
と
れ
け
り

中　

山　

あ
さ
子

柿
た
わ
わ
リ
ス
と
ス
ズ
メ
の
競
い
あ
い

伊　

藤　

京　

子

運
動
会
わ
が
子
追
い
か
け
ビ
デ
オ
撮
り　
　
　

八　

巻　

好　

美

し
な
や
か
に
子
を
抱
き
し
め
り
菊
の
花

三　

石　

芳　

子

格
差
な
く
全
村
被
ふ
鰯
雲

小
須
田　

禾　

子

や
す
江
さ
ま
ハ
モ
る
眼
差
し
冬
温
し内　

藤　

た
へ
子

崎
田
俳
句
同
好
会

のののののののののののののののののののののの

短
歌

句

やややややややややややややややややややややや
俳

同同
好好
会会

のの
作作
品品

同
好
同
好
会会
の
作
の
作
品品

同
好
会

の
作
品

十
月
二
十
五
日
に
海
瀬
社

十
月
二
十
五
日
に
海
瀬
社
会会

体
育
館
で
わ
く
わ
く
チ
ャ

体
育
館
で
わ
く
わ
く
チ
ャ
レレ

ン
ジ
教
室
を
行
い
ま
し
た

ン
ジ
教
室
を
行
い
ま
し
た
。。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
よ
う

と
計
画
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

は
多
く
の
方
に
参
加
申
し
込
み
を

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
雨
天
の

た
め
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
昨
年
も
天
気

に
恵
ま
れ
ず
中
止
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
、
な
か
な
か
実
施
で

き
ず
残
念
で
す
。
で
き
た
ら
来
年

も
計
画
し
、
実
施
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
年
長
児
と
小
学
生
を
対

象
と
し
た
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
は
、
十
月
二
十
五
日
に
海
瀬

社
会
体
育
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
十
一
月
二
十
一
日
に

行
わ
れ
る
す
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
参
加
に
向
け
て
練
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
町

民
大
会
も
実
施
さ
れ
て
い
る
メ
ジ

ャ
ー
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

例
年
秋
に
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民

大
会
に
、
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
も
チ
ー
ム
を
作
り
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
も
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
、
未
経
験
者
も
い
る
こ

と
か
ら
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

教
室
参
加
者
を
２
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
未
経
験
者
が
多
い
グ

ル
ー
プ
で
は
、
先
ず
ミ
ニ
ハ
ー
ド

ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ゲ

ー
ト
を
潜
ら
せ
る
練
習
か
ら
始
め

ま
し
た
。
慣
れ
て
き
た
子
か
ら
実

際
の
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
レ

ー
ン
で
の
練
習
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
き
ま
し
た
。
実
際
に
試

合
を
行
っ
て
み
る
と
、
練
習
の
成

果
が
表
れ
み
ん
な
上
手
に
ゲ
ー
ト

を
通
過
さ
せ
て
ピ
ン
を
倒
し
て
い

ま
し
た
。

　

も
う
一
方
の
グ
ル
ー
プ
は
、
経

験
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
２
回
ほ

ど
練
習
し
て
か
ら
す
ぐ
に
試
合
家

を
行
っ
て
み
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
が

遠
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
最
初

は
楽
々
通
過
さ
せ
て
い
た
子
ど
も

た
ち
も
、
ゲ
ー
ト
を
通
過
さ
せ
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
、
ピ
ン
を
倒

す
の
に
も
苦
戦
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
分
、
ゲ
ー
ト
を
通

過
さ
せ
て
ピ
ン
を
倒
し
た
と
き
は

チ
ー
ム
メ
イ
ト
皆
で
大
喜
び
し
て

い
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
一
日
の
大
会
に
は

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
で

参
加
し
ま
す
。
練
習
の
成
果
が
発

揮
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
ど
ん

な
プ
レ
イ
が
見
ら
れ
、
子
ど
も
達

の
ど
ん
な
姿
が
見
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
。
楽
し
み
で
す
。

　

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は

こ
の
後
十
二
月
に
「
物
作
り
と
餅

つ
き
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

の
回
は
、
年
度
初
め
に
申
し
込
ま

れ
た
方
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
す
。

十
二
月
の
教
室
を
最
後
に
今
年
度

の
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
は

終
了
と
な
り
ま
す
。
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来年も一年良いお年を!
自作のしめ縄・宝船でお正月
を迎えてみませんか

い
橋
を
細
く
な
り
な
が
ら
渡
り
ま

し
た
。
細
い
坂
道
を
上
る
と
一
面

田
ん
ぼ
が
広
が
り
ま
す
。
虫
と
り

を
す
る
大
好
き
な
田
ん
ぼ
道
で
す
。

進
む
ご
と
に
イ
ナ
ゴ
が
ピ
ョ
ン
ピ

ョ
ン
跳
ね
る
中
を
、
ど
ん
ぐ
り
の

歌
を
大
き
な
声
で
歌
い
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。
畑
ケ
中
地
区
が
見
渡

せ
る
高
台
で
は
、「
私
の
お
家
が
見

え
た
ー
。」「
あ
そ
こ
が
僕
の
家
。」

と
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。
上
り
坂

は
「
疲
れ
る
よ
ー
。」
と
息
を
切
ら

し
て
上
り
、下
り
坂
は「
キ
ャ
ー
。」

と
叫
び
な
が
ら
駆
け
足
で
下
り
、

山
あ
り
谷
あ
り
の
道
を
十
五
分
歩

い
て
、
目
的
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

さ
あ
、
ど
ん
ぐ
り
拾
い
の
開
始

で
す
。
芽
の
出
て
い
る
ど
ん
ぐ
り

を
発
見
、「
先
生
、
虫
が
つ
い
て

る
。」「
触
っ
て
ご
ら
ん
。」「
固
い
よ
。

虫
じ
ゃ
な
い
よ
。
先
生
、
こ
れ
な

あ
に
？
」「
ど
ん
ぐ
り
の
芽
だ
よ
。

ど
ん
ぐ
り
は
種
な
ん
だ
よ
。」
の
言

葉
に
び
っ
く
り
顔
で
す
。
じ
っ
く

り
じ
っ
く
り
、
穴
の
あ
く
ほ
ど
見

て
い
ま
し
た
。
イ
ガ
の
中
に
仲
良

く
三
つ
入
っ
て
い
る
栗
も
見
つ
け

ま
し
た
。
二
つ
は
す
ぐ
と
れ
た
の

で
す
が
、
残
り
が
取
れ
ま
せ
ん
。

足
で
踏
ん
で
み
た
け
ど
だ
め
、
手

で
ひ
っ
ぱ
ろ
う
と
し
た
け
ど
だ
め
、

棒
で
つ
つ
い
た
け
ど
だ
め
、
何
と

か
と
り
た
い
子
ど
も
達
は
小
さ
な

頭
を
並
べ
て
考
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
二
人
が
棒
で
イ
ガ
を
押
さ
え
、

も
う
一
人
が
そ
の
間
に
そ
っ
と
手

で
ひ
っ
ぱ
り
見
事
に
栗
を
取
り
出

す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
集
団
生
活
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
、
斜
面
を
よ
じ

登
り
、
山
の
中
を
走
り
、
冒
険
を

し
て
、
自
然
の
中
で
た
く
さ
ん
遊

び
ま
し
た
。

　

今
日
は
散
歩

日
和
、
町
営
グ

ラ
ン
ド
横
の
山

ま
で
ど
ん
ぐ
り

拾
い
に
出
か
け

ま
し
た
。
友
だ

ち
と
手
を
つ
な

ぎ
、
留
守
番
を

す
る
小
さ
い
子

に
ち
ょ
っ
ぴ
り

う
ら
や
ま
し
そ

う
な
顔
を
さ
れ

な
が
ら
、「
行
っ

て
き
ま
ー
す
。」

と
元
気
に
出
発

し
ま
し
た
。
駐

車
場
を
通
り
狭

　

帰
り
は
袋
か
ら
溢
れ
そ
う
に
な

る
ど
ん
ぐ
り
を
落
と
さ
な
い
よ
う

抱
え
て
歩
き
ま
す
。
畑
で
仕
事
を

し
て
い
た
方
に
、
袋
い
っ
ぱ
い
の

ど
ん
ぐ
り
を
見
せ
、「
ど
ん
ぐ
り
の

ご
は
ん
に
す
る
の
？
」
な
ん
て
声

を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
域

の
方
と
の
こ
ん
な
や
り
と
り
も
散

歩
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
お
腹

も
す
い
て
、
手
持
つ
ど
ん
ぐ
り
も

足
も
だ
ん
だ
ん
重
く
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
友
だ
ち
と
つ
な
い
だ
手

に
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
り
、
友
だ
ち
の

手
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
し
な
が
ら

「
が
ん
ば
れ
。
が
ん
ば
れ
。」
と
、

坂
を
上
る
と
保
育
園
の
緑
の
屋
根

が
見
え
て
き
ま
し
た
。「
保
育
園

が
見
え
た
ー
。
お
ー
い
。」
と
、
元

気
も
復
活
し
ま
し
た
。
駐
車
場
ま

で
戻
る
と
ま
た
ま
た
発
見
、「
な
ん

か
あ
る
。」「
紐
？
」「
・・・
。」「
違

う
・・・
へ
び
だ
ー
。」「
長
い
よ
。」

「
動
い
た
。」
と
、
ワ
ー
ワ
ー
大
騒

ぎ
に
な
り
、
蛇
の
方
が
こ
れ
は
か

な
わ
な
い
と
思
っ
た
の
か
、
あ
わ

て
て
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。
子
ど

も
達
の
パ
ワ
ー
に
は
へ
び
も
勝
て

な
い
の
で
す
。

　
「
た
だ
い
ま
ー
。」
と
園
児
門
を

く
ぐ
り
、
保
育
園
に
無
事
到
着
し

ま
し
た
。「
ま
た
行
こ
う
ね
。」「
楽

し
か
っ
た
。
今
度
は
い
つ
行
く
？
」

と
、
大
満
足
の
散
歩
に
な
り
ま
し

た
。

　

明
日
は
ど
ん
な
一
日
に
な
る
の

か
な
ー
。

保育園からこんにち保育園からこんにちはは

「ある日の散歩日記!」

「は〜い! 海瀬保育園で〜す」

開催日：12月6日（日）
時　間：午前9時～午後4時

（午前・午後だけの参加でも構いません）

場　所：茂来館・メリアホール
持ち物：（花）はさみ・昼食
　　　　お持ちの方は
　　　　すぐったわら・細い麻ひも
材料費：1,000円程度

（作る物により金額が異なります） 

申込期限：12月1日（火）

日　時：平成27年11月29日（日）午後1時～
場　所：佐久穂町生涯学習館茂来館メリアホール
入場料：無　料

　1927年製の貴重なヴィンテージピアノであるスタインベルクを使っ
たリレーコンサートを開催します。
　今回は町内外合わせて50組を超える皆様にエントリーをしていただ
きました。
　ピアノは弾く人によって、また弾き方に
よっても大きく音が変化します。多くの出
演者が連続して演奏する今回のコンサート
は、そういった音色の違いをお楽しみいた
だくチャンスです。
　当日は、ピアニストの平澤 匡  朗 氏にアン

まさ あき

カー演奏をしていただく予定です。是非お
越しください。

第11回 さくほスタインベルクリレーコンサー さくほスタインベルクリレーコンサート
を開催します

第1第111回回 さくほスタインベルクリレーコンサー さくほスタインベルクリレーコンサートト
を開催しまを開催しますす

第11回 さくほスタインベルクリレーコンサート
を開催します
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八
月
八
日
・
九
日
岐
阜
県
で
開

催
さ
れ
た
『
全
国
ホ
ー
プ
ス
東
日

本
ブ
ロ
ッ
ク
卓
球
大
会
』
に
佐
久

穂
ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
ク
ラ
ブ
の
男
子

三
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
小
学
生
の
卓
球
大
会
で
も
最

も
大
き
な
大
会
の
一
つ
で
、
県
予

選
会
上
位
３
チ
ー
ム
が
出
場
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。「
団
体
」
で
代

表
に
選
ば
れ
た
の
は
ス
ポ
少
始
ま

っ
て
以
来
の
快
挙
で
あ
り
、
佐
久

穂
町
の
卓
球
ク
ラ
ブ
が
認
め
ら
れ

た
と
い
う
証
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
二
十
八
日
静
岡
県

で
開
か
れ
た
、
中
部
日
本
選
手
権

に
は
、
男
子
三
名
、
女
子
一
名
が

出
場
し
ま
し
た
。
県
単
位
で
出
場

枠
に
制
限
の
あ
る
こ
の
大
会
は
、

九
つ
の
県
か
ら
選
手
が
集
ま
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
出
場
し
た
こ
と
で
大
き

く
成
長
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

〈
ス
ポ
少
卓
球
指
導
者
〉

　

以
下
は
、
出
場
し
た
ク
ラ
ブ
員

の
感
想
で
す
。

■
川
村
拓
史

　

長
野
県
の
代
表
と
し
て
東
日
本

ブ
ロ
ッ
ク
の
卓
球
大
会
へ
出
場
で

き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

静
岡
の
中
部
日

本
大
会
で
は
、

１
回
戦
は
勝
ち

ま
し
た
が
、
２

回
戦
で
シ
ー
ド
選
手
と
当
た
り
負

け
て
悔
し
か
っ
た
で
す
。
次
の
大

会
で
は
上
位
を
目
指
し
ま
す
。

■
須
田
大
雅

　

岐
阜
の
東
日
本
卓
球
大
会
で
は

団
体
戦
で
出
場
し
、
最
後
の
対
決

試
合
で
は
、
自
分
の
勝
ち
負
け
が

チ
ー
ム
の
進
退
に
影
響
す
る
と
わ

か
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
す
ご
か

っ
た
で
す
。
勝
て
た
時
は
、
ガ
ッ

ツ
ポ
ー
ズ
を
決
め
ま
し
た
。
静
岡

の
中
部
日
本
大
会
で
は
、
初
戦
で

負
け
て
し
ま
い
と
て
も
残
念
で
し

た
。
も
っ
と
試
合
に
慣
れ
て
、
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

■
冨
岡
桃
花

　

私
は
、
静
岡
で
行
わ
れ

た
中
部
日
本
選
手
権
に
出

場
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
大

き
な
大
会
に
出
場
す
る
の

は
、
初
め
て
で
心
配
と
緊

張
の
し
ど
う
し
で
し
た
。

コ
ー
チ
と
練
習
し
た
「
い

つ
も
通
り
」
を
心
が
け
て

頑
張
り
ま
し
た
。
一
回
戦
。

同
じ
攻
め
型
の
選
手
と
当

た
り
、
私
は
「
ま
も
り
き

れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
。
１
セ
ッ

ト
目
は
デ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た

が
、
競
り
勝
ち
、
そ
の
後
も
続
け

て
勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次

の
シ
ー
ド
選
手
と
の
試
合
は
、
負

け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
強
い
選

手
と
試
合
を
し
て
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

■
小
松
敏
輝

　

僕
は
、
今
回
岐
阜
の
ホ
ー
プ
ス

東
日
本
大
会
で
、
静
岡
の
チ
ー
ム

の
エ
ー
ス
と
戦
っ
て
勝
ち
、
チ
ー

ム
で
決
勝
リ
ー
グ
に
上
が
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
中
部
日
本
の

大
会
で
は
、
２
セ
ッ
ト
と
も
デ
ュ

ー
ス
で
負
け
て
悔
し
か
っ
た
で
す
。

大
会
は
と
て
も
緊
張
し
ま
す
。
コ

ー
チ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
く
聞
い

て
、
ひ
と
呼
吸
し
て
自
分
の
ペ
ー

ス
を
し
っ
か
り
持
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
試
合
に
勝
て
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
。

卓
球
ク
ラ
ブ
員
の
熱
い

卓
球
ク
ラ
ブ
員
の
熱
い
夏夏

ス
ポー

ツ
少
年
団

　

い
き
い
き
大
学
講
座
恒
例
の
視

察
研
修
を
十
月
十
六
日
（
金
）
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
六
十
八
名
の
参
加
を
得
て
、

早
朝
に
出
発
し
、
新
潟
県
長
岡
市

の
国
営
丘
陵
公
園
「
香
る
バ
ラ
ま

つ
り
・
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
」
と
蔵

の
街
「
摂
田
屋
」
の
街
並
み
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
丘
陵
公
園

で
は
、
美
し
く
咲
い
た
色
と
り
ど

り
の
コ
ス
モ
ス
に
し
ば
し
目
を
奪

わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
思
い

思
い
の
ポ
ー
ズ
で
、
写
真
を
撮
り
、

秋
風
に
漂
う
バ
ラ
の
香
り
を
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

丘
陵
公
園
は
、
国
営
で
野
外
ス

ポ
ー
ツ
や
、
野
外
炊
飯
、
花
壇
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
エ
リ
ア
が
広

大
な
敷
地
に
設
け
ら
れ
、
年
間
を

通
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
模

様
さ
れ
て
お
り
、
年
代
を

問
わ
ず
楽
し
む
こ
と
が
出

来
る
公
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
花
の
丘
に
咲
き
誇
る
コ
ス

モ
ス
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
は
、
見
慣
れ
た
花
の
よ

う
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
手

入
れ
の
行
き
届
い
た
花
は
、
大
変

見
事
に
咲
い
て
お
り
、
ピ
ン
ク
や
、

黄
色
の
花
色
が
、
鮮
や
か
に
青
空

に
映
え
て
い
ま
し
た
。

　

蔵
の
街
「
摂
田
屋
」
で
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
戦
火
か
ら
逃
れ

た
、
醸
造
の
街
並
み
を
見
学
し
ま

し
た
。「
摂
田
屋
」
と
は
町
の
名
前

で
あ
り
、
そ
の
昔
、
殿
様
街
道
と

呼
ば
れ
た
「
旧
三
国
街
道
」
や
酒
、

み
そ
、
醤
油
を
醸
造
す
る
蔵
元
が

残
っ
て
い
る
町
で
す
。
街
並
み
を

歩
く
と
、
ほ
ん
の
り
醤
油
の
香
り

が
し
た
り
、
蔦
に
覆
わ
れ
た
壁
や
、

見
事
な
鏝
絵
が
施
さ
れ
た
蔵
が
残

り
往
時
の
繁
栄
が
偲
ば
れ
る
よ
う

で
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
美
し
い
花
と
、

歴
史
を
堪
能
す
る
こ
と
が
出
来
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

第
四
回
い
き
い
き
大
学
講
座
開
催

「
新
潟
県
丘
陵
公
園
」
視
察
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佐
久
穂
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

代
表
の
市
川
と
申
し
ま
す
。

　

十
月
十
二
日
（
体
育
の
日
）、
長

野
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
に
て
行
わ
れ

た
コ
カ
コ
ー
ラ
杯
県
大
会
（
東
北

信
）
に
男
女
共
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
八
千
穂
と
佐
久
が

合
併
し
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の

チ
ー
ム
で
す
が
、
お
互
い
に
思
い

や
り
仲
間
意
識
を
高
め
合
い
、
良

い
チ
ー
ム
に
な
っ
て
き
た
な
ぁ
と

感
じ
た
頃
の
地
区
予
選
で
女
子
は

優
勝
、
男
子
は
準
優
勝
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
感
動
の
涙
で
し
た
。

勝
つ
っ
て
い
い
ね
外　

気
持
ち
い

い
ね
外　

頑
張
れ
ば
い
い
こ
と
あ

る
ね
鎧

　

自
分
達
の
手
で
つ
か
み
取
っ
た

勝
利
へ
の
感
動
を
こ
れ
か
ら
先
、

ず
っ
と
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

県
大
会
で
は
男
子
は
一
戦
目
、

女
子
は
二
戦
目
で
敗
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆

さ
ん
は
、
強

い
チ
ー
ム
を

見
る
事
、
戦

う
こ
と
で
自
分
達
と
何
が
違
う

か
を
感
じ
て
こ
れ
た
か
な
？
？

　

今
、
子
供
達
は
自
分
達
の
個

性
を
大
切
に
し
、
周
り
の
人
達

と
の
協
調
性
に
は
少
し
欠
け
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

高
学
年
の
子
が
低
学
年
の
子

の
面
倒
を
見
た
り
、
仲
間
と
一

緒
に
何
か
を
や
り
遂
げ
よ
う
と

す
る
こ
と
で
チ
ー
ム
の
和
が
深

ま
り
勝
利
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
チ
ー
ム
作
り
を

目
指
し
子
供
達
と
指
導
者
、
そ

し
て
、
父
母
会
の
み
ん
な
で
一

体
と
な
っ
て
、
次
の
大
会
で
も

優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　

常
日
頃
か
ら
子
供
達
に
言
っ

て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、「
感
謝
す
る
事
！
」。
協
力

し
て
く
れ
る
家
の
人
達
・
教
え

て
く
れ
る
指
導
者
の
人
達
・
そ

し
て
毎
回
練
習
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
体
育
館
。

い
つ
も
子
供
達
の
た
め
に
良
い

環
境
を
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

佐
久
穂
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

佐
久
穂
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブブ

ス
ポー

ツ
少
年
団

スポーツ少年団
佐久穂バレーボール
クラブ（女子チーム）

スポーツ少年団
佐久穂バレーボール
クラブ（男子チーム）

県
大
会
に
挑
ん
で

市 
川 
由
香
里

　
　

月　

日
、
茂
来
館
中
会
議
室

10

25

で
、
今
年
度
第
一
回
目
と
な
る
文

化
財
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

今
回
は
「
満
蒙
開
拓
団
と
大
日

向
村
分
村
移
民
」
と
題
し
、
町
在

住
で
前
長
野
県
遺
族
会
会
長
の
櫻

井
眞
さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
昭
和　

年
、
旧
満

16

州
に
家
族
と
一
緒
に
入
植
。
当
時

は
国
策
と
し
て
移
民
が
奨
励
さ
れ

て
お
り
、
個
々
人
で
は
な
く
、
村

を
分
け
て
入
植
す
る『
分
村
移
民
』

は
、
大
日
向
村
が
日
本
で
初
と
な

り
ま
し
た
。

　

旧
満
州
の
大
日
向
村
分
村
は
約

　

戸
で
人
口
は　

人
程
。
国
か
ら

220

600

無
償
で
提
供
さ
れ
た
土
地
を
耕
作

し
、
暮
ら
し
は
裕
福
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

旧
満
州
で
の
暮
ら

し
も
、
日
本
が
敗
戦

し
た
直
後
か
ら
は
ソ

連
軍
の
侵
攻
、
地
元

平
成　

年
度
佐
久
穂
町
公
民
館
主
催

27

文
化
財
講
座 
を
開
催
し
ま
し
た

住
民
の
襲
撃
な
ど
を
受
け
て
生
活

は
一
変
。
家
財
も
全
て
没
収
さ
れ
、

命
が
け
で
日
本
へ
帰
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

ど
う
に
か
日
本
に
た
ど
り
着
き

佐
久
に
戻
っ
て
来
た
も
の
の
、
分

村
し
た
た
め
故
郷
に
居
場
所
は
な

く
、
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

実
体
験
に
基
づ
く
講
演
に
興
味

を
持
た
れ
た
方
が
多
く
、
今
回
の

受
講
者
は　

人
を
超
え
ま
し
た
。

90

　

櫻
井
さ
ん
は
「
二
度
と
戦
争
を

起
こ
し
て
は
い
け
な
い
。
戦
争
遺

児
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
結

び
、
戦
後　

年
の
節
目
の
年
に
、

70

平
和
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講師：櫻井 真 さん
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いきいいきいき
大学講座
いきいいきいきき
大学講大学講座座
いきいき
大学講座
美しい花と歴史
に出会った瞬間

キッズダンキッズダンスス

市 舞市　舞　会会
花咲く太花咲く太鼓鼓

銭 太銭　太　鼓鼓

高野町吟詠高野町吟詠会会

大正琴同好大正琴同好会会

八千穂コーラ八千穂コーラスス

佐久穂ウインドオーケスト佐久穂ウインドオーケストララ

三味線かたくり花の三味線かたくり花の会会

八ヶ岳ギター同好八ヶ岳ギター同好会会
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